































… ・ドイツ文学論集第37 号 204.10. 刊…・・
て，この題材を公正に扱うには，これら様々な立場に由来する読者の期待の地平か
ら姿を消す技法が求められていたはずである。たとえば， f犬の年J. r私の百年J,






















にと「私j に命令する ・(s. 19 ）のは，彼自身がトゥラに強い関心があり，客観的
事実に徹するだけの距離が保てないからである。ところが，依頼された語り手自身
もジャーナリストとしては出来の悪いのろまな語り手（Versager (S. 92 ））で，と
きには脱線したり，語り方自体を遊んだりする。たとえば，語り手は時折，主観的
意見も述べたり，自己主張したり（S. 142 ），仮想の中（グストロフ号の旅の始ま




























るグストロフのための「霊苑J (S . 157 ）やレーニン像は，いまや歴史の遺物とし
てそれぞれナチス時代と東ドイツ時代に由来する「発見物」である。コニーはシュ








いない。（S. 103 ）このコニーの「いんちきJ は，語り手によると，「濁りない敵の
イメージを欲する気持ちJ (S. 104 ）からもたらされたものである。ここからは，
歴史のディテールの「精確さJ (S . 172 ）や実証主義がかえって古い言説や情動に
絡め取られる危険性が見えてくるだろう。
同様のことは，コニーの模型作りにも見てとれる。コニーはグストロフ号の模型
を少年院で作り，それを自らの手を傷っけながら叩き潰してしまう 。（s. 215 ）模
型作りという精巧な作業が子どもっぽさと共存し，これが暴力と破壊を引き起こし
ている。コニーは「純粋な確信J (S. 210 ）を培い，一方，語り手のパウルはそれ
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演を拒否される。（S. 183 ）メルン育ちとはいえ，彼が192 年のトルコ人住宅放火
事件に関与したような「スキン」たちと接点がなかったことは明らかである。（S.
















(1936 ）である。（S. 14 , S. 17 ）グストロフ殺害事件については，この「ダヴイット
に対するゴリアテの戦いj と「卑怯な戦いj という「対照的な評価J (S. 28 ）をそ
れぞれ引き合いに出すことで，立体的な叙述を試みる。（ルートヴイヒの小説をも
とにした映画「対決J (1975 ）にも言及されている。（S.68f. ））グストロフ号事件
については，グストロフ号の会計主任だったグストロフ研究家ハインツ・シェーン
の本が引き合いに出されるが，これについてはトゥラによって「あまり個人的には






















ないJ (S. 139 ）と述べるように，歴史事実がフィクションという構造をもっ「ス
トーリーj になろうとするところで，彼は自制する。さらに，情報源であるトゥラ
の語りの内容についても，「しかし，そう言っていることがすべて正しいわけでは















同様に， 1 月30 日という日付は「三重に呪われたJ 日（s. 16 ）として，歴史の
重層性を象徴する。この日はヒトラーの政権獲得の日であり，グストロフの誕生日
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(S. 194 ）コニーによれば，それはユダヤ人がただFremdkop だったためである。
(S. 196 ）語り手である「私」は，すべて母のトゥラのせいだとするが，（S. 193) 
これは精神鑑定で父親のせいとされたことに対する彼の感情的な反応も多分にあ
る。コニーの母親で語り手の別れた妻のガピーも同様にトゥラの責任だとする。
(S . 196 ）それに対して，弁護人は社会状況や偏った教育に触れ，インターネット















































































































1 ) Gras, Ginter: Im Krebsgan. Gりtingen 20. 本文中の括弧内の数字はその頁数とする。
2 ) Jurgen, Michael : Burge Gr 制 s. Munchen 20, S . 428. 彼の前にもドイツ人の故郷喪失や連
合国の戦争責任を描いた作家はいたが，左翼愛国主義者である彼が書くのは意味が違う
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当初は批評はおおむね好意的だった。ラニツキーはこれをドイツ文学の中でもベストだ
と言った。他方Sideutsche Zeitung などはこれを「文学的に価値が無い」とした。
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7 ) Der Spiegl (6/20 ）でVolker Hage は，この小説を高く評価しつつも，ユダヤ問題を
過小評価したグラスはコニーのユダヤ人少年殺人のフィクションと裁判シーンでの結末
で安易な「逃げJ を図り，せっかくの物語を損なったとしている。
8) Gras, Gunter. Red vom Verlust. In: Fiir- und Widerwot. Gotinge 19, S. 93. ドイツ人
自身の中のFremdsin が外国人（Fremd ）への暴力の原因と言う。
9) Vgl. Gras s, Ginter/Milosz Cze slow/Symbor ska, Wislaw : Die Zuknft der Erineug . 
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Das polyphone Erzahlen 
一－ein Versuch Uber Gtiner Gras ，”Im Krebsgang “ 
Ryuji YORIOKA 
Gunter Gras' Novel ,Im Krebsgan “（20) hat die Erzahlart, die Geschite nicht 
linear, sonder weit ausholend und oft tief in die Verganhit zurtickblickend zu 
erzahlen. Hier soll die Erzahlstruktur einer solchen Erzahlart erklart werden. 
Was dieses weitschweifge Erzahlen reflektierend deutlich macht, sind die ideologische 
Rechtfertigung durch statistische Zahlen, das Verbgn der geschichtlichen Gegnwart 
durch eine romantische oder filmische Dramturgie, und die Gef ahr einer simplizistischen 
Verbindug zwischen modestr Technik (Computer) und obsoleter ldeolgie (Blut und 
Boden). 
Ein solcher kritscher Gesichtpunk des Erzahlens wird durch die polyhne 
(vielstimige) Erzahlstruktur ermoglicht. Zurn Beispiel, gewint die Novel durch das 
Aufteilen des Erzahlens unter den Erzahler und den Auftrageb des Erz 語hlens eine 
Dialogfrm. 
Der Druck von seiner Muter Tula, die die Katsrophe des ehmaligen KdF-Schifs 
”Wilhem Gustlof' tiberlebt hat, und von dern Auftragebr des Erzahlens, die Interviews 
der Betrofnde und die Untersuchg der Romane, der miltarischen Refrate, der 
akdemischn Auf satze und der Fil me, welch alle daselbe Them a behandeln, hindem den 
Erz 油 ler der Novele, einfach und linear zu erzahlen. Dies Erzahlweis nent der Autor 
Gras ”Krebs gan “． 
Zwei Geschn werden, bier durcheinader erzahlt, namlich die Schifskatastrophe der 
”Wilhem Gustlof 剖 am Kriegsnd und die Ermodung des Juden durch den Sohn des 
Erzahlers in den 190er Jahren, weil zum ein Tulia ’s Bewustin einer Minderhit 
anzugehorn in der jewilgen Geselschaft (im Driten Reich und in der DR) sie imer 
”nach Prinzp “hat handel !asen, und ihr Enkelind Konrad als Sohn eins 
Republikfltichtlings sich so tiberal ”fremd “geftihlt hat. Dies beidn sind somit eine 
direkte Verbindug eingeange, weil zurn andern Konrad die Schifskatastrophe und die 
Ermodung Gustlofs durch eine Juden in eine irtimliche Verbindug gebracht hat. Zurn 
Schildem dieses Komplexs past die polyhne Erzahlweise. 
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